
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
で

災
害
対
策
を
学
習

　

11
月
22
日
（
日
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
水
橋
分
館
主
催
の

第
６
回
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
栃
木
県
防
災
館
に
行

き
ま
し
た
。

　

大
風
や
大
雨
、
地
震
の
疑
似

体
験
を
し
、
災
害
の
対
策
や
備

え
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

災
害
対
策
を
ク
イ
ズ
形
式
で

学
ぶ
こ
と
も
で
き
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
積
極
的
に
質
問

を
す
る
な
ど
、
防
災
の
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

道
の
駅
は
が
に
警
察
署
か
ら
感
謝
状

　

１
月
８
日
（
金
）
道
の
駅
は
が
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
行
方
不
明

の
男
性
を
発
見
し
、
好
連
携
に
よ
り
無
事
保
護
し
た
と
し
て
、

那
須
烏
山
警
察
署
か
ら
感
謝
状

を
受
け
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
、
同
警
察
署
か
ら

連
絡
さ
れ
た
情
報
か
ら
特
徴
の

似
た
人
を
発
見
し
た
ス
タ
ッ
フ

３
人
は
、
保
護
・
通
報
と
素
晴

ら
し
い
連
携
プ
レ
ー
で
、
不
明

者
を
家
族
の
元
に
返
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
（
土
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
南
高
根
沢
分
館
主

催
の
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
」
は
、
と
ち
ぎ
花
セ
ン
タ
ー
で
、

生
花
を
用
い
て
ク
リ
ス
マ
ス
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
に
向

け
て
の
ア
レ
ン
ジ
は
、
ヒ
バ
・

バ
ラ
・
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
ろ

う
そ
く
を
立
て
た
華
や
か
な
作

品
で
す
。
生
花
な
の
で
同
じ
材

料
で
作
っ
て
も
同
じ
作
品
に
は

な
ら
な
い
お
も
し
ろ
さ
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
ふ
れ
る
仕
上

が
り
に
な
り
ま
し
た
。

親
子
で
食
育
「
お
や
こ
料
理
教
室
」

　

12
月
19
日
（
土
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

水
橋
分
館
主
催
の
「
お
や
こ
料
理
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
管
理
栄
養
士
と
町
食
生
活

改
善
推
進
員
が
講
師
と
な
り
、

季
節
の
お
菓
子
作
り
と
食
育
講

話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
は
出
来
上
が
る
ま
で
の

工
程
を
体
感
し
て
創
造
力
が
育

ち
、
親
子
で
取
り
組
む
こ
と
で

き
ず
な
が
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

受
講
生
は
「
食
生
活
を
大
切
に

し
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

若
林
さ
ん
に
法
務
大
臣
感
謝
状

　

退
任
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
に
対
す
る
法
務
大
臣
感
謝
状
贈

呈
式
が
１
月
14
日
（
木
）
に
役
場
で
行
わ
れ
、
12
月
31
日
付

け
で
町
人
権
擁
護
委
員
を
退
任

さ
れ
た
若
林
勝
治
さ
ん
（
東
高

橋
）
に
見
目
町
長
か
ら
感
謝
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
人
権
相
談
や

人
権
の
考
え
を
広
め
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
若
林
さ
ん
は
３

期
９
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
、

そ
の
功
績
を
称
え
ら
れ
た
も
の

で
す
。

大
畑
さ
ん
が
県
農
業
士

　

１
月
12
日
（
火
）
県
公
館
で
今
年
度
の
県
農
業
士
認
定
式

が
行
わ
れ
、
大
畑
智
さ
ん
（
下
延
生
）
が
県
知
事
か
ら
農
業

士
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

町
内
で
９
人
目
の
農
業
士

と
な
っ
た
大
畑
さ
ん
は
、
ご
夫

婦
で
ト
マ
ト
と
水
稲
の
複
合

経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
長

を
表
敬
訪
問
し
た
大
畑
さ
ん

は
「
地
域
農
業
の
模
範
と
な
れ

る
よ
う
努
力
し
、
町
農
政
の
発

展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

生
花
で
ク
リ
ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
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12
月
24
日
（
木
）
町
に
町
た
ば
こ
組
合
か
ら
灰
皿
10
台
が

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
積
極
的
に
町
内

の
分
煙
を
進
め
て
い
て
、
ロ
マ

ン
の
湯
や
モ
テ
ナ
ス
芳
賀
、
町

工
業
団
地
管
理
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
も
灰
皿
を
寄
付
し
て
い

ま
す
。
今
回
寄
付
い
た
だ
い
た

灰
皿
は
、
町
内
の
公
園
な
ど
に

設
置
し
ま
し
た
。

　

12
月
12
日
（
土
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
南
高
地
区
子
ど

も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
主
催
の
世
代
間
交
流
会
が
行
わ
れ
、

約
100
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
輪
投
げ
を
行
っ
た

り
、
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

に
協
力
い
た
だ
い
て
勾ま
が

玉
を

作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

更
生
保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん
が

作
っ
た
け
ん
ち
ん
う
ど
ん
を
み

ん
な
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

躍
動
す
る
年
に
！
町
賀
詞
交
歓
会

　

１
月
６
日
（
水
）
ロ
マ
ン
の
湯
で
町
新
春
賀
詞
交
歓
会
が
行

わ
れ
、
町
議
会
議
員
、
自
治
会
長
や
農
業
・
商
工
業
関
係
の
代
表
者

な
ど
約
120
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

芳
賀
北
小
学
校
小
林
校
長
の

指
揮
で
、
参
加
者
全
員
で
町
民

の
歌
を
斉
唱
し
た
あ
と
、
見
目

町
長
の
挨
拶
に
続
き
、
町
議
会

増
渕
議
長
、
Ｊ
Ａ
は
が
野
黒
崎

代
表
理
事
組
合
長
、
町
商
工
会

佐
藤
会
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
町
工
業
団

地
連
絡
協
議
会
富
永
副
会
長
の

音
頭
で
乾
杯
を
行
い
ま
し
た
。

町
た
ば
こ
組
合
が
町
に
灰
皿
寄
付

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
報
告
会

　

12
月
10
日
（
木
）
町
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
報
告
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

地
域
間
で
の
見
守
り
に
よ
る
、

多
面
的
な
高
齢
者
へ
の
支
援
を

目
的
と
し
た
活
動
の
成
果
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
実

際
に
通
報
の
あ
っ
た
事
例
を
紹

介
し
、
今
後
の
た
め
の
情
報
共

有
を
行
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
真
岡
警
察
署
鬼
丸

交
通
課
長
に
よ
る
認
知
症
の
方

の
事
故
な
ど
に
つ
い
て
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。

南
高
地
区
で
世
代
間
交
流
会

祖
母
井
地
区
で
世
代
間
親
子
交
流
会

　

12
月
19
日
（
土
）
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、

祖
母
井
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
主
催
の
世
代
間

親
子
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

や
更
生
保
護
女
性
会
の
協
力
に

よ
り
、
マ
カ
ロ
ニ
を
用
い
た
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
や
し
め
縄
を

作
る
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
ま
し

た
。
60
人
以
上
の
親
子
が
参
加

し
、
一
つ
一
つ
の
工
程
を
教
わ

り
な
が
ら
、
作
品
を
一
生
懸
命

作
っ
て
い
ま
し
た
。
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